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第８次調査調査概要 

  

 昨年夏の第６次調査の後、平成２７年３月に第 7 次調査を実施し、第１主体部の構造を確

認しました。今回の第８次調査では、第６次調査で確認していた石棺内部の調査を実施し

ました。 

１、石棺の調査 

  石棺は５枚の板石により蓋をされていました。蓋石の重なり方から中央の大きな板石が

最後に置かれ、その両側がその前、南北の両端が最初に置かれたことが分かりました。調

査ではその順番とは反対に最後に置かれた蓋石から順番にはずしていきました。蓋石をは

ずすと、蓋石の内側は真っ赤に彩色されていることが分かりました。また。石棺の側石内

部、底面も赤く塗られていて、死者は赤い世界の中に安置されていたことが分かりました。 

 蓋石をはずすと石棺の上部が見えてきましたが、側石の上には粘土が貼られていて、粘

土の上に蓋石が置かれていることが分かりました。側石の上に貼られた粘土の上から小型

竪櫛が出土しており、側石を置いた後粘土を貼る際に朱の粒を巻いたり、竪櫛を置くなど

の手順が踏まれていることがわかりました。 

  石棺は南北方向に設置されていました。石棺は北側の板石を二重にし、東西の側石を３

枚、南側を１枚で構成しています。側石の外側には側石の継ぎ目を補うように板石が立て

られていました。石棺は全体に頭蓋骨が置かれた北側が高く、南側が低く作られていまし

た。外側で長さは２ｍ２０ｃｍ､最大幅８５ｃｍ、内法で長さ 186cm、幅４３ｃｍを測りま

す。深さは２０ｃｍ前後です。西側の北側石は割れており、東西ともに中央付近の側石は

内側に傾いています。また、南側の底石は南側に向けて傾斜しています。このような状況

は石棺に大きな力が加えられ、ゆがんだ状態であることを示しています。 

 石棺の外側には幅２０～３０ｃｍの白い粘土の帯が観察されます。石棺を設置した後に

外側に充填された粘土と思われますが、詳細は今後の調査で明らかにしたいと思います。 
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